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を目的として設置されました。目指すは、保健医療福祉看
護サービスを受ける利用者のニーズの重視、つまり生命と
人権の尊重に立脚した看護を追究する人材を育成すること
を基本理念とし、質の高い看護サービス提供に貢献できる
人材育成です。 
 本看護学専攻は、先に示した地域特性ならびに 2つの附
属した高度先端医療施設を有し、大都市で生活する住民の
ニーズを重視した高度な実践能力の育成を目指しているこ
とから、先端医療に対応する専門性の高い人材育成ならび
に都市住民への地域生活支援を変革できる人材を育成する 
ために、前者は「先端医療看護学分野」として感染看護
学・がん看護学・母子看護学を、後者は「地域生活支援看
護学分野」として精神看護学・地域看護学を設けています
（図 1）。完成年度後の平成24年 4月には、母子看護学は母
性看護学と小児看護学に分離され、新たに看護管理学等の
開設も予定されており、今後より一層の教育内容・科目の
充実が図られていきます。 
 本看護学専攻の特徴として、図 2に示したように、勤務
を継続しながら学べる制度を整備し、多様な入学者選抜の
導入を図っています。さらに、感染看護学・がん看護学・
精神看護学は専門看護師養成の教育内容であり、地域の高
度看護実践者養成を念頭においた教育体制をとっておりま
す。 
 本看護学専攻は、今まさにスタートラインに着いたばか
りですが、国際都市横浜を中心とした地域社会に貢献でき
る看護実践者の養成に加え、質の高い高度実践看護職を安
定的に養成するための教育者・研究者の養成、即ち看護学
博士課程の設置も視野に入れて、まずは、地域のニーズに
対応できる修了生を輩出するなどの実績を積み上げていき
たいと思います。 
図１ 養成する人材の特徴と教育課程の編成 
表２ 横浜市立大学大学院医学研究科看護学専攻（仮称）設置準備委員 
図２ 本専攻の特色 
